
１．ਸ਼２「まち・ひと・しごと生合ਅറ」ၖまでの経༬
○ 令和元年末に第䠎期「まち䞉ひと䞉しごと創生総合戦略」、本年䠓月に「まち䞉ひと䞉しごと創生
基本方針2020」を策定。
○ 新型コ䝻ナウイ䝹ス感染症䠄以下、「感染症」という。䠅の影響を踏まえ、新しい地方創生の
実現に向けた今後の政策の方向性を打ち出す。

第䠎期「まち䞉ひと䞉しごと創生総合戦略」策定䠄令和元年12月20日䠅
䞉第䠍期総合戦略䠄2015䡚19年度䠅期間中の施策の検証を踏まえ、
2020䡚24年度までの中長期の地方創生施策の方向性等を決定。

「まち䞉ひと䞉しごと創生基本方針2020」策定䠄令和2年7月17日䠅
䞉感染症の急激な拡大の影響を踏まえ、当面の地方創生の進め方を提示。

第䠎期「まち䞉ひと䞉しごと創生総合戦略」の改訂䠄令和2年末䠅
䞉時代の変化を捉えた新しい地方創生の実現に向けた今後の政策の方向性を提示。

新型コ䝻ナウイ䝹ス感染症の発生

感染症を受けた国民の意識䞉行動変容
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２－３．ਸ਼２「合ਅറ」ၖのਏ⋉

○働きやすい魅力的な就業環境と担い手の確保

○地域の実情に応じた取組の推進

３ 結ฬ嵣出産嵣子育峐峘ൌ峼岵峔岲峵

○結ฬ嵣出産嵣子育峐峁峮峃岮୭境峘整備
○結婚䞉出産䞉子育ての支援
○仕事と子育ての両立

２ 地方峒峘峎峔岶峴峼ണ岷岝地方峢峘新峁岮峜峒峘流島峼峎岹峵

○関係人口の創出䞉拡大

䞉オ䞁䝷イ䞁関係人口など、新たな関係人口の創出䞉拡大

○地方への資金の流れの創出䞉拡大
䞉企業版ふるさと納税䠄人材派遣型䠅の創設

○地方移住の推進

䞉地方創生テ䝺䝽䞊クの推進

○若者の修学䞉就業による地方への定着の推進
䞉魅力ある地方大学の実現と地域産業の創出䞉拡大

基本目標

○地域資源䞉産業を活かした地域の競争力強化
○専門人材の確保䞉育成

主↙施策↝方向性

１ ༎岺地ୠ峼峎岹峵峒峒峬峕岝安心峁峐௮岻峵峲岰峕峃峵
目指ↈ↨ⅼ将来

○安心峁峐௮岻峵୭境峘実現

○地ୠ峘特性峕応峂峉岝生産性岶高岹岝
༎岺地ୠ峘実現

４ 峜峒岶集岰岝安心峁峐ථ峳峃岽峒岶峑岷峵ྟ力的峔地ୠ峼峎岹峵

○活力峼生峩岝安心峔生活峼実現峃峵୭境峘確保

○安心して暮らすことができるまちづくり

○質の高い暮らしのためのまちの機能の充実
○地域資源を活かした個性あふれる地域の形成

ల来峕峹峉峍峐
岣活力岬峵地ୠ社会岤

峘実現

結ฬ嵣出産嵣子育峐
峘ൌ峼岵峔岲峵

ྟ力峼育峩岝
峜峒岶集岰

○地方に住みたい希望の
実現

横断的↙目標

○地方峢峘移住嵣定着峘進

○地方峒峘峎峔岶峴峘構ണ

人口減少に適応した
地域をつくる

人口減少を和らげる
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①ឤᰁによる意㆑・⾜動変容を㋃まえた地᪉へのひと・しごとのὶれの創出
②各地域の≉Ⰽを㋃まえた⮬主ⓗ・主体ⓗな取⤌の促㐍

【新型コ䝻ナウイ䝹ス感染症の影響を踏まえた地方創生の今後の方向性】 㸺国の姿勢㸼
各地域の⮬主ⓗ・主体ⓗな取⤌を基ᮏとしつつ、

地域のみでは対応しきれない㠃をᨭ。
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